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Abstract：The efficiency of expansive agent on the prevention of crack of self-compacting concrete 
due to shrinkage was experimentally examined.  It was found that the expansion of self-compacting 
concrete was insufficient for the prevention of crack.  A portion of cement in the self-compacting 
concrete was replaced by limestone powder.  The expansion was improved and the efficiency for 


























































法が膨張量に及ぼす影響を比較した ( 図 -3)。
　水セメント比が小さい自己充填コンクリート
では、養生方法 ( 水分の供給 ) が膨張量に及ぼ
す影響が極めて大きいことが確認できた。





























も関わらず、膨張ひずみは増加した ( 図 -4)。乾
燥開始後半年を経た時点でも、ひび割れは生じ
なかった。セメントの一部を石灰石微粉末に置
換することの有効性が確認された。
５．まとめ
　本研究では、収縮によるひび割れ防止を目的
として、自己充填コンクリートに膨張材を添加
することの有効性を確認することを目的として
行ったものである。
　以下にまとめを記す。
（１）汎用型の自己充填コンクリート ( 粉体とし
て低熱ポルトランドセメントのみを使用 ) に単
に膨張材を添加した場合、実施工で可能な養生
方法では十分な膨張量を確保できない可能性が
あることが確認できた。これは、膨張に必要な
水の量を確保できないためであると思われる。
（２）所要の膨張量を確保するためにセメント
の一部を水和反応しない粉体である石灰石微粉
末に置換することにより、膨張量を増加させる
ことが出来た。
  今後は、今回得られた知見を、任意の材料・
配合および養生条件に適用可能な一般則の構築
を目指して研究を継続していく予定である。
 
